




















主に草稿からなる資料群が、デュラス自身の意思で IMEC（Institut Mémoire de








デュラス資料（le fonds Marguerite Duras）は、すでに整理の作業も終わり、
およそ 300 ページにわたる詳細な目録がまとめられている。未発表のものを
含む多くの作品の草稿類や、個人的な記録からなるこの資料群は、今後のデュ
ラス研究に欠かすことのできないものといえる。2004 年に IMEC がカーンに
全面的に移転してから、主に研究者を対象として広く公開され、多くの閲覧者
を得るとともに、すでにいくつかの成果を生んでいる。(4)私は、2006 年秋、









DRS4.1「絶対の写真－メモ」［Photo absolue - Brouillon］
日付なし。54 枚。「手書きによる修正の入ったタイプ打ち原稿、フォトコピ
ーされたタイプ打ち原稿」(5)で一貫性のある草稿
DRS4.2「絶対の写真－メモ」［Photo absolue - Brouillon］
日付なし。38 枚。「手書き」で一貫性のある草稿。DRS4.1 より前の段階の
もの。まとまった草稿としてはもっとも早い段階のものと思われる。
DRS4.3「絶対の写真－メモ」［Photo absolue - Brouillon］
日付なし。25 枚。手書きおよびタイプ打ちの原稿。一部にはノンブルが打







まざまな異なる段階のものと思われる原稿、メモが、« Brouillons de L’Amant -








1984 年 2 月-5 月。105 枚。「手書きによる修正の入った（フォトコピーを含
む）タイプ打ち原稿。」 日付は最終ページに書かれたもので決定稿のそれと
一致する。一枚目の紙片に手書きで、『愛人』L’Amant という標題が記されて
いる。（このほかに、「コピーＡ」Photocopie A、「Sadeck ではなく Sadec とす






















































































































































































































































































































(  1) « L’Inconnue de la rue Catinat » (entretien avec Hervé le Masson), Le Nouvel






(  2) Francine de Martinoir, « Marguerite Duras: L’Amant ( Éditions de Minuit ) », La
Nouvelle Revue Française, n°383. déc. 1984, p.92.









de la guerre et autres textes（IMEC とデュラス晩年の版元である P.O.L の共同企画、
2006年）が刊行された。ほかには、ジャン・ヴァリエによる伝記の第一巻 C' était
Marguerite Duras, 1914-1945（ファイヤール社、2006年）などがある。
(  5) IMEC所蔵「デュラス資料目録」より。以下同様。









は必然であったとする。(Dominique Denes, Étude sur Marguerite Duras, L’Amant,
éllipses / édition marketing S.A., 1997, p.45.) また、ピエール・サン・タマンは、ロ
ラン・バルトの『明るい部屋』との対比において、『愛人』における家族写真の問
題を論じている。(Pierre Saint-Amand, « La photographie de famille dans L’Amant »,
Marguerite Duras / Rencontres de Cerisy, sous la direction de Alain Vircondelet, Écriture,
1994, pp.225-240.)
(  8) « L’Inconnue », p.52.
(  9) 「『愛人』における「絶対の映像」について─写真をめぐるディスクールとし
ての『愛人』」、『Azur』、第一号、成城大学フランス語フランス文学研究会、2000
年 6月 30日、pp.3-15.






写真である。」Madeleine Borgomano, « L’Amant: une hypertextualité illimitée », Révue
des sciences humaines, n°202, avril-juin 1988, p.68.
(12) Op.cit., p.41.
(13) Marguerite Duras, L’Amant (DRS5.1), f°1-2, Archives IMEC.
(14) [ Photo absolue - Brouillon ] (DRS4.2), f°1. 抹消されている部分は「失意、ぼん
－ 14 －
やりとした状態、すぐれて若さゆえのぼんやりとした状態」と読める。
(15) [ Photo absolue - Brouillon ] (DRS4.1), f°1-2.
(16) [ Photo absolue - Brouillon ] (DRS4.2), f°1.





かにも見いだせる。DRS4.2 で「ラオス人のふたりの王子」les deux jeunes princes
laotiens とされていた部分は、DRS4.1 において修正を受け「ラオス人のひとりの






































Cahiers de la guerre et autres textes, P.O.L/IMEC, 2006, p.31.)
(25) それぞれの断章は、その配置こそ異なるが、DRS5.1 にすでにその原型を見い
だすことができる。
－ 16 －
